
アビプレ125号（2023年8月10日 発行）　　編集・発行／我孫子インフォメーションセンター指定管理者 株式会社エヌケイエス　　印刷／（有）マエダ印刷

本誌で掲載の情報は7月31日現在のものです。
掲載されたイベントは、新型コロナウイルス
感染症の影響により変更・中止となる場合が
あります。各問合せ先にご確認ください。

（8/10 ～ 9/9）

鳥の博物館

開館9:30～16:30（入館は16:00まで） 休館日：月曜（祝日の場合は翌平日）
所在地：千葉県我孫子市高野山234-3　TEL：04-7185-2212　
入館料：一般300円、高校・大学生200円、中学生以下無料、
　　　　70歳以上の方・障がい者と介助者1名無料

杉村楚人冠記念館 企画展開催中～10月1日（日）

開館9:00～16:30（入館は16:00まで）
休館日：月曜（祝日の場合は翌平日）
所在地：千葉県我孫子市緑2-5-5
　　　　　TEL：04-7187-1131
　　　　　入館料：一般300円、高校・大学生200円、
　　　　　　　　　中学生以下無料、団体20名以上2割引

白樺文学館

鳥のサイエンストーク
「実は2種いたアホウドリ、名前はどうなる？」

場所：鳥の博物館 2階企画展示室

てがたん「好かれない生きものたち」

平和を祈る手ぬぐい展　8/14 （月） ～20 （日） 17:00

あびマルシェ～注染手ぬぐいの販売～　8/19 （土） 20 （日）

ライブ・オン・アビシルベ　8/20 （日）

第16回あびこカッパまつり展示　
　　　　　　　　　　　　8/21 （月） 13:00～25 （金） 15:00

我孫子市書道連盟展の宣伝　
　　　　　　　　　　　　　9/8 （金） 11:00～15 （金） 17:00

企画展「式場隆三郎展 ―見えない世界の美しさに心をよせて―」
しきば りゅうざぶろう

1920年雑誌『白樺』に影響を受け、柳宗悦を訪ねて
我孫子にやってきた式場隆三郎（1898-1965）。
式場は精神科医、民藝運動の推進者として活躍し、山
下清を広く紹介した人物でもあります。本展では、医療、
文学、美術などジャンルを超え多彩な活動を展開した
式場の業績を紹介します。

今年は関東大震災から 100 年目
となる節目の年です。 
多くの人々が様々なものを失った
この震災ですが、東京朝日新聞
社に勤めていたジャーナリスト・
杉村楚人冠もその一人でした。 
本展では、当時の日本の様子や
楚人冠とその家族の様子を示す
資料から、関東大震災を生きた
人々についてご紹介します。 

前期   開催中～10月9日（月・祝）
後期10月17日（火）～2024 年1月14日（日）

式場隆三郎（1937年 39 歳）

講演会「式場隆三郎先生がご支援くださった
　　　　日本点字図書館とは－その成長の歩みと今」
講師：長岡英司さん（日本点字図書館理事長）
日時：9月30日（土）開演14:00 ～15:30（開場13:30）
場所：生涯学習センターアビスタ1階ホール
定員：100 名（要予約）　費用：無料
申込み：白樺文学館　☎04-7185-2192　※受付中

企画展開催中～2024 年1月14日（日）

企画展開催中～11月5日（日）

夏期企画展　関東大震災100 年展示
「1923―関東大震災を生きた人々―」 

開館9:30～16:30（入館は16:00まで）休館日：月曜（祝日の場合は翌平日）
所在地：千葉県我孫子市緑2-11-8　TEL：04-7185-2192
入館料：一般300円、高校・大学生200円、中学生以下無料、団体20名以上2割引

第 92回企画展「猛禽 ―タカ・フクロウ・ハヤブサ― 」 
空のハンター、猛禽類。一般に猛禽類と呼ばれるタカ・フクロウ・ハヤブサ
は分類上のひとつのグループではなく、それぞれ独立に進化をとげた別のグ
ループです。獲物を捕らえることに特化した狩人としての生態や、体のつくり
の秘密をご紹介します。 

最近の調査により、鳥島で主に繁殖するアホ
ウドリと、尖閣諸島で主に繁殖するアホウドリ
は、じつは別種であることがわかりました。1
種だと考えられていたときには、Phoebastria 
albatrus とまとめて呼ばれていましたが、この
名を引き継ぐべきはどちらの種で、もう一方
は何と呼べばよいのでしょうか？学名にまつわ
る最新の研究成果をお伝えします。  
日時：8月19日（土）13:30 ～14:15
講師：山崎剛史さん（山階鳥類研究所研究員） 
参加費無料・申込み不要　＊詳細は右記QRコードをご確認ください。 

鳥島系アホウドリ（左 2羽）と
尖閣系アホウドリ（右 2羽） 

日時：9月9日（土）10:00～12:00（雨天中止）
集合場所： 鳥の博物館玄関 
参加費：高校生以上100 円（保険料として） 
申込み：☎04-7185-2212 
※9月1日（金）8:30より申込み開始 

タカの仲間のノスリ

※開催時間や申込方法を変更することがありますので、事前に鳥の博物館のウェブページでご確認ください。

9:30 ～16:30

人気のない生き物でも、よく見ると
興味深いものがたくさんいます。そう
いう生き物たちに焦点を当て、どん
なところにいるのか探しながら歩いて
みると、新たな発見があるかもしれ
ません。 

鳥博セミナー「越冬地から切り拓くノスリ研究の新境地」
秋になると、冬を越すために多くのノスリたちが西日本に渡ってきます。普通種ゆ
えに見過ごされがちですが、越冬地のノスリをよくよく観察してみると、やけに色
の濃い個体が混じっていたり、繁殖地でもないのに 2 羽で一緒にいるなどの興味
深い行動を示す個体がいたりします。今回は、越冬地のこうした一見「普通では
ない」個体の DNA を調べ、GPS ロガーを用いて追跡することで判明した、ノス
リの進化や生態に関する新たな知見を紹介します。 
日時：9月3日（日）14:00 ～15:30
講師：中原亨さん（北九州市立いのちのたび博物館学芸員）
オンライン開催・参加費無料・申込み不要 
＊詳細は下記QRコードをご確認ください。

山階鳥類研究所所員や鳥の博物館学芸員による
オンライン講演会です。 



手賀沼のシンボル「カッパ」をテーマにあらゆる世代に
親しまれているクリエイティブなお祭り！
夏休み最後はみんなで河童音頭を踊りまくろう！

作品名：安美湖を求めて
作　者：島田 忠幸（彫刻家）
大きさ：高さ 3.6m×幅 1.2m×奥行 2.1m
素　材：アルミ製フッ素塗装
場　所：手賀沼親水広場多目的駐車場出入口脇
問合せ：鳥の博物館　☎ 04-7185-2212

各店舗にあるQRコードを読み取ってスタンプを獲得！
　◆スタンプを 20個集めると
　　先着 100名様に参加賞　さらに、景品の抽選会に挑戦！
　◆スタンプを 38個すべて集めると
　　景品の抽選会＆コンプリート賞のW抽選券をゲットできる！
※抽選会は 9月 24日（日）天王台地区市民まつりにて行います。

夏休みは天王台商店会で楽しもう♪

日　　時：8月 20日（日） ①13:00～ ②15:00～
上映場所：手賀沼親水広場 水の館プラネタリウム
星空解説：駒井 仁南子さん
費　　用 ：300円　※当日定時上映は行われません
定　　員：各回先着 50人
　※上映 1時間前から 3F事務室にてチケット販売
　　　　：手賀沼親水広場 水の館　
　　　　　千葉県我孫子市高野山新田 193
　　　　　☎ 04-7184-0555
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